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  支出負担行為担当官 
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                        住  所 〒830-0018  

福岡県久留米市通町１０９-１１竹内ビル４０１
       
                                                ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ    ﾄｳﾄﾞｳ ｻﾄﾙ                          
           
                    申請者 氏  名  藤堂 省                 
                        生年月日 １９４７年１０月３０日生          
                                                                                                
平成２６年度厚生労働科学研究委託費（免疫アレルギー疾患等実用化 研究事業）を実施したいので 
                                                                                                
 次のとおり研究計画書を提出する。                    
                                                                                                
１．研究課題名（公募番号）  ： 制御性Ｔ細胞治療による臨床肝移植における免疫寛容        
                                  誘導法の多施設共同研究     （ ２６３００３０１  ） 
 
２．当該年度の計画経費      ：金 ８，５００，０００ 円也（間接経費は含まない）      
                                                                                                
３．当 該 年 度 の 研 究 事 業 予 定 期 間  ：平成２６年 ４ 月 １ 日から平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日 
  
                              （ ３ ）年計画の１年目                                   
                                                                                                
４．申請者及び経理事務担当者  
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 申 請 者 

 ①所属研究機関 聖マリア学院大学大学院 

 ②所 属 部 局 大学院看護学研究科 移植医療研究講座 

 ③職 名 教授 

 ④所属研究機関 
 
  所 在 地 
 
  連 絡 先 

〒８３０－８５５８ 
福岡県久留米市津福本町４２２ 
 
Tel: 0942-35-3322           Fax:0942-36-2251 
E-Mail:s-todo@st-mary-med.or.jp 

 ⑤最終卒業校 九州大学医学部 ⑥学 位 医学博士 

 ⑦卒 業 年 次 １９７２年 ⑧専攻科目 外科学 

 
 
 
 経 理 事 務 
 担 当 者 

 （ ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ ） 
 ⑨氏 名 

 
阿部 広伸  
 

 ⑩連 絡 先 ・ 
 
 
  所属部局・ 

〒８３０－８５５８ 
Tel:0942-35-7271              Fax:0942-34-9125 
E-Mail:abe@st-mary.ac.jp 
事務部 
 

  課 名 会計課 
  



 ⑪研究承諾 
 
  の 有 無 
○有 ・ 無 

⑫事務委任 
 
の 有 無 
○有 ・ 無

⑬CO I（ 利 益 相 反 ） 
 
委 員 会 の 有 無 

○有 ・ 無 
 

 
 ⑭COI委員会への申出の有無 ○有 ・ 無 

 
⑮間接経費の 
要   否 

 

○要 (2,550千円、計画経費の30％）･ 否 
 

  
 
５．研究組織情報                                                                                 
  

①研究者名  ②分 担 す る 
   研 究 項 目 

 ③最終卒業校・ 
  卒業年次・学位 
  及び専攻科目 

 ④所属研究機関 
  及び現在の専門 
 （研究実施場所） 

 ⑤所属研究 
  機関にお 
  ける職名 

 ⑥研究費配分 
  予 定 額 
        (千円） 

藤堂 省 
 
 
 
 
奥村 康  
 
 
 
垣生 園子 
 
 
 
 
山下健一郎 
 
 
 
 
大段 秀樹 
 
 
 
 
江川 裕人 
 
 
 
 
場集田 寿 
 
 
 
 
奥田 康司 

研究総括・および免
疫抑制療法を含め
た管理       
 
免疫寛容導入法確
立の為の基礎的研
究支援         
 
 
免疫寛容導入法確
立の為の基礎的研
究支援    
 
immunological 
monitoringと臨床
免疫データの集積
と解析 
 
移植後の制御性Ｔ
細胞を含む免疫担
当細胞の動的解析 
 
 
移植後の制御性Ｔ
細胞を含む免疫担
当細胞の免疫病理
学的解析 
 
制御性T細胞のex 
vivo expansion 
 
 
 
臨床データの集積
と解析 

九州大学医学部・ 
1972年・医学博士・
外科学                    
 
 
千葉大学医学部・ 
1969年・医学博士                
 
 
慶應大学医学部・
1966年・医学博士・
免疫学 
 
北海道大学大学院
医学研究科・1997
年・医学博士              
 
 
広島大学医学部・
1988年・医学博士 
 
 
 
京都大学医学部・
1982年・医学博士・
外科学 
   
 
鹿 児 島 大 学 医 学
部・1982年・医学博
士              
 
                     
山口大学医学部・
1980年・医学博士・
外科学 

聖マリア学院大学
大学院 
 
 
 
順天堂大学大学院
医学研究科・アトピ
ー疾患研究・免疫学 
 
順 天 堂 大 学 医 学
部・免疫学 
 
 
北海道大学大学院
医学研究科 移植外
科学講座・移植免疫
学、外科学 
 
広島大学医歯薬保
健学研究院 応用
生命科学部門消化
器・移植外科学 
 
東京女子医科大学
消化器外科  
 
 
 
順 天 堂 大 学 医 学
部・免疫学 
 
 
 
久留米大学外科学
講座 消化器外科 

教授 
 
 
 
 
特 任 教 授 
センター長 
 
 
客員教授 
 
 
 
寄 附 講 座 
教 員   
（特任教授） 
 
 
教授 
 
 
 
 
 
臨床教授  
 
 
 
 
寄 附 講 座 
教 員   
（特任助教） 
 
            
准教授 

研究代表者 
一括計上 

 
 
 
 
 



６．府省共通研究開発管理システム 
 研究者番号及びエフォート 
 

 研 究 者 名  性        別  生 年 月 日 研究者番号（８桁） エフォート（％） 

藤堂 省 

奥村 康 

垣生 園子 

山下健一郎 

大段 秀樹 
江川 裕人 

場集田 寿 

奥田 康司 

男性 

男性 

女性 

男性 

男性 

男性 

男性 

男性 

 

1947年10月30日 

1942年6月 5日 

1940年9月22日 

1967年3月29日 

1962年8月24日 

1957年1月24日 

1957年9月15日 

1955年12月25日 

６０１３６４６３ 

５０００９７００ 

３００５１６１８ 

００３９９９４０ 

１０３６３０６１ 

４０２９３８６５ 

４０４３９２９５ 

８０１８５５３７ 

２０ 

５ 

５ 

３０ 

１０ 

１０ 

１０ 

１０ 
 
                                                                   
  
研究分野及び細目、キーワード                                             

 

研究分野（主） 

系（必須） 生物系 
分野（必須） 医歯薬学 
分科（必須） 外科系臨床医学 
細目番号（必須） ８３０１ 
細目名（必須） 外科学一般 
キーワード１（必須） 移植外科学 
キーワード２ 実験外科学 
キーワード３  
キーワード４  
キーワード５  
その他キーワード１  
その他キーワード２  

研究分野（副） 

系（必須） 生物学 
分野（必須） 医歯薬学 
分科（必須） 基礎医学 
細目番号（必須） ７９１３ 
細目名（必須） 免疫学 
キーワード１（必須） 免疫制御・移植免疫 
キーワード２ 免疫寛容・自己免疫 
キーワード３ 免疫シグナル伝達 
キーワード４  
キーワード５  
その他キーワード１  
その他キーワード２  

 
 研究開発の性格 
 

 基礎研究   応用研究 ○ 開発研究  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



７．研究の概要 
 

 （１）「８．研究の目的、必要性及び特色・独創的な点」から「１１．倫理面への配慮」までの要旨 
   を１，０００字以内で簡潔に記入すること。 
 （２）複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の計画と当該事業年度の計画との関係が分かるよ 
   うに記入すること。 
 （３）研究の目的、方法及び期待される効果の流れ図を記入又は添付すること。 

目的：制御性T細胞を用いた細胞治療により肝移植後の有効な免疫寛容誘導法を確立する。 

必要性：肝移植患者は、拒絶反応制御の為に免疫抑制剤を生涯服用するために、医学的、医療経済学
的な見地から、抑制剤を中止してもグラフト機能を維持できる「免疫寛容の誘導」が必要である。 

特色・独創性：、本研究は、主任研究員が世界で初めて成功した生体肝移植における「制御性T細胞を
用いた細胞治療による免疫寛容の誘導」を、より確実・効率的にするために多施設共同研究するとこ
ろに特色がある。 

期待される成果：「免疫寛容の誘導」は、臓器移植後の終生の免疫抑制療法に伴う諸問題を払拭し、
国民の保健・医療・福祉の向上に大いに貢献する。 

研究計画・方法： 既に生体肝移植患者10例において成功した「制御性Ｔ細胞を用いた細胞治療によ
る免疫寛容誘導法」をより安全・効率的なものにするために、多施設共同研究として多症例を用いて
検討する。 

（全体計画） 

１．制御性Ｔ細胞のex vivo での効率的な誘導・増殖法の確立。 

２．制御性Ｔ細胞による細胞治療後の最も効率的な免疫抑制剤漸減・中止法の確立。 

３．制御性Ｔ細胞を含む免疫細胞・抗体・サイトカイン・遺伝子解析による、機序の解明。  

（年度別計画）            

１． 初年度・２年度は ex ｖivoで誘導した制御性Ｔ細胞の細胞学的・分子免疫学的特徴の分析、及
  び、共同研究施設での生体肝移植症例の免疫抑制剤の漸減・中止に伴う臨床データの蓄積。 

２． 3年度には蓄積された基礎・臨床データの分析から拒絶反応および免疫寛容の機序を解明する
  と共に、免役寛容の同定法を確立する。                    

本研究は北海道大学病院、東京女子医大病院、広島大学病院、久留米大学病院、および、社会医療法
人雪の聖母会聖マリア病院の共同研究として行われる。制御性Ｔ細胞の誘導・増殖は、各病院のcell 
processing center、又は、cell processing isolatorにて,プロトコールに従い厳重に行われる。 

倫理面への配慮：ヘルシンキ宣言及び臨床研究に関する倫理指針を遵守し、ドナーとレシピエント及
び家族の十二分の同意をうる。同意が得られない、又、同意を撤回した場合でも、生体肝移植を含む
諸治療に関し、何ら不利益を被らないことを説明する。個人情報の取り扱いについては匿名化を行い、
研究遂行に関与しない医師を個人識別情報管理者として設置する。 



 （流れ図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ．細胞治療法の実際 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 
８．研究の目的、必要性及び特色・独創的な点 
 

 （１）研究の目的、必要性及び特色・独創的な点については、適宜文献を引用しつつ、１，０００字 
   以内で具体的かつ明確に記入すること。 
 （２）当該研究計画に関して現在までに行った研究等、研究の最終的な目標を達成するのに必要な他 
   の研究計画と、当該研究計画の関係を明確にすること。 
 （３）研究期間内に何をどこまで明らかにするか、各年度の目標を明確にしたうえで記入すること。 
 （４）当該研究の特色・独創的な点については、国内・国外の他の研究でどこまで明らかになってお 
   り、どのような部分が残されているのかを踏まえて記入すること。 

目的：肝移植患者において制御性T細胞を用いた細胞治療によるより安全かつ効率的な免疫寛容誘導法
を確立する。 

 必要性：肝臓移植は、我が国では500例近くの年間症例を数える。しかし、患者は拒絶反応制御の為、
免疫抑制剤を生涯服用しなければならず、様々な副作用の危険性に常に晒されている。従って、「免
疫寛容の誘導（免疫抑制剤を中止してもグラフトが正常に機能する状態）」が確立されれば、これ等
の問題を払拭できると共に、医学的にも医療経済の上からも大きな利点となる。 

 特色・独創性：免疫寛容誘導法の一つには、制御性Ｔ細胞によるperipheral toleranceがある（Kat
haryn Wood）。我々はは、抗原提示細胞上の副刺激経路分子のCD80とCD86に対する抗体存在下に、
レシピエントとドナーのリンパ球を共培養することにより、ドナー抗原特異的な制御性T細胞を増殖さ
せ、サル腎移植後にレシピエントに輸注する細胞治療で免疫寛容を誘導した（J.Clin Invest,2005）。
それに基き、平成22年度の厚労科研費（3年間）で、この方法を10例の生体肝移植患者に応用した。E
x vivo で誘導した制御性Ｔ細胞は、MLRでドナー細胞の反応を強く抑制した。また、臨床的な副作用
は無く、すでに7症例(内5例は1年以上)で免疫抑制剤を中止し、3例では免疫抑制剤の使用量を減少して
いる。全例肝機能は正常で、組織学的拒絶反応はない。これは世界で初めての報告である。本研究で
は、この研究結果を確実なものにする為に、多施設共同研究として多くの生体肝臓移植患者で検討し、
かつ、より効率的な免疫寛容誘導法の開発を行う点に特色・独創性がある。 

研究期間内に明らかにすべき目標； 

1. 制御性Ｔ細胞 ex vivo 誘導 

１).増殖法の開発（IL-2, rapamycinなどの添加） 

２).制御性Ｔ細胞の同定（各免疫担当細胞のnegative・positive selection） 

３).抑制機序の解明（リンパ球混合試験・Ｃｒ－release 試験） 

２．免疫寛容の誘導 

1).効率的な免疫抑制剤の減量・中止法の開発 (１８ケ月から１２カ月へ） 

2). 免疫寛容の機序の解明（末梢血液細胞・サイトカイン及び生検肝組織中遊離細胞の分析） 

3).免疫寛容症例同定法の開発（tolerance biomarkerの検討） 

９．期待される成果 
 

（１）期待される成果については､厚生労働行政の施策等への活用の可能性（施策への直接反映の可能性、
政策形成の過程等における参考として間接的に活用される可能性、間接的な波及効果等（民間での利
活用（論文引用等）、技術水準の向上、他の政策上有意な研究への発展性など）が期待できるか）を
中心に６００字以内で記入すること｡ 

（２）当該研究がどのような厚生労働行政の課題に対し、どのように貢献するのか等について、その具体
的な内容や例を極力明確にすること。 



「臓器の移植に関する法案」が初回の成立以来1６年を経て3年前に改正され、今後、脳死臓器提供の
増加が予想される。海外渡航移植の道が既に閉ざされた現在、移植医療の推進は、数多くの臓器移植
待機患者から、又、厚生労働行政上からも大きな期待が寄せられている。これまでの移植成績の向上
には、ドナーの確保、手術手技の改良と共に免疫抑制剤の進歩が大きな役割を果たしてきた。しかし、
我が国で今後増えるであろう臓器移植患者、特に国民病とも言えるウイルス性肝硬変が大半を占める
肝移植患者は、従来の免疫抑制療法から生ずる様々な問題や原疾患再発という危険性から逃れること
ができない。制御性T細胞を用いた細胞療法により免疫寛容を誘導し、免疫抑制剤を中止することがで
きれば、世界に先駆けて「患者にやさしい移植医療」の提供を実現することができる。 

研究の直接の効果としては、第１に移植患者が免疫抑制剤から自由になることであり、第２に医療経
済的見地から、浪費につながる終末期医療や高額医療の多くを占める免疫抑制療法と合併症治療にか
かる医療経費を軽減できることにある。又、間接的な成果としては制御性T細胞と自己免疫疾患や持続
性肝炎ウイルス感染症との関連が明らかにされつつある今日、これら疾患に対する制御性T細胞による
細胞治療の応用や新たな治療法が開発され、国民の保健･医療・福祉の向上等に資するものと考えられ
る。 

 
 
１０．研究計画・方法 
 

 （１）研究目的を達成するための具体的な研究計画及び方法を１，６００字以内で記入すること。 
 （２）研究計画を遂行するための研究体制について、研究代表者、研究分担者及び研究協力者の具体 
   的な役割を明確にすること。 
 （３）複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の計画と年次計画との関係がわかるように記入す 
   ること。 
 （４）本研究を実施するために使用する研究施設・研究資料・研究フィールドの確保等、現在の研究 
   環境の状況を踏まえて記入すること。 
 （５）臨床・疫学研究においては、基本デザイン、目標症例・試料数及び評価方法等を明確に記入す 
   ること。 

全体計画 

 生体肝移植患者(初年度２０例、2年度２０例)において制御性T細胞を用いた細胞治療を行い、安全か
つ確実な免疫寛容を誘導し、免疫抑制剤を中止することを可能にするために、以下の臨床及び基礎的
研究を推進する。 

（１） 細胞治療に用いる制御性T細胞を十分量かつ効率的に誘導しその免疫細胞学的特徴を検討す
る。（初年度・2年度） 

（２） 生体肝移植の移植適応と認定された肝不全患者に移植手術を行い、術後に制御性T細胞による
細胞治療を行う。（初年度・2年度） 

（３） 細胞治療後、グラフト機能を検討しながら術後4～6ヶ月から免疫抑制剤を2～3ヶ月毎に漸減
し、12～18ヶ月を目標に最終的に免疫抑制剤を中止する。（初年度・2年度・3年度） 

（４） immunological monitoringと共に末梢血と生検肝組織を用いて制御性T細胞を含む各種免疫
担当細胞及び抗体を検討し、本治療法による免疫寛容のメカニズムとその診断法（Biological 
marker）を明らかにする。（2年度・3年度） 

研究体制 

 研究代表者藤堂は、本臨床研究を統括する。共同研究者山下・大段・江川・奥田らは治験対象患者
全例の移植手術と術後管理にあたる。共同研究者奥村・垣生・場集田らはex vivoにおける制御性Ｔ細
胞の効率的な誘導・増殖法の開発を行う。また、immunological monitoringの実施と解析（山下担当）
及びレシピエントの梢血及び肝組織中の制御性Ｔ細胞の動態や機能解析（山下・大段担当）を指導・
支援する。 

研究方法 

 生体肝移植手術；北海道大学、東京女子医大、広島大学、聖マリアの各病院倫理委員会で承認され
た生体肝移植レシピエント（これまで200例以上）とドナーに対し、標準的肝移植術及び術後管理を行
う。 

制御性T細胞の誘導・増殖・輸注；術前にドナ－及びレシピエントから採取した末梢血リンパ球、も
しくは移植時に摘出したレシピエントの脾臓のリンパ球を抗CD80/抗CD86抗体と2週間混合培養し、
制御性T細胞を誘導・増殖させ、術後13日目にレシピエントに輸注する。 

 



免疫抑制剤からの離脱の試み；定期的に血液生化学検査・免疫学的検査・肝生険を行い、2～3ヶ月
毎にグラフト機能や拒絶反応の有無を注意深く検討し、異常がない場合に術後4～6ヶ月目から免疫抑
制剤を段階的に減量し、中止に至る。 

免疫寛容の誘導と免疫学的モニタリング；レシピエントの末梢血と肝組織を定期的に採取し、制御
性T細胞や各種免疫担当細胞や抗体の動態をCylex、MLR、FACS、ELISPOTアッセイ、ルミネックス
などにより解析する。 

年次別研究計画 

体制  

平成22年度：自己免疫性肝疾患を中心（5例）に、制御性T細胞を用いた免疫寛容誘導の可能性を検証
する。 

１. 生体肝移植の実施（藤堂、山下） 

２. ex vivoにおける制御性T細胞の誘導と増殖（奥村、場集田） 

３. 免疫抑制剤の段階的減量と中止（藤堂、寺岡、山下） 

４. immunological monitoring（垣生、山下） 

５. 制御性T細胞を含む免疫担当細胞・抗体分析（奥村、垣生、清野） 

 
平成23年度：10症例を用い本治療による免疫寛容誘導のプロトコールを確立する。各研究目的及び体
制は前年を維持する。 
平成24年度：5症例でプロトコールを検証すると共に、収集した血液生化学検査、immunological mo
nitoring及び制御性Ｔ細胞を含む各免疫担当細胞・抗体のデータを解析することにより、免疫寛容誘導
のメカニズムを明らかにし、診断法を確立する。 
 

使用する研究施設・設備・研究資料等 

 本研究は北海道大学病院第一外科及び順天堂大学医学部アトピー疾患研究センターにて行われる。
北海道大学病院にはcell processing centerが設置され、又、両施設には免疫学的解析に必要な装置が
常時稼働しており、人的にも本研究の遂行に問題はない。特に第一外科研究室では、倫理委員会承認
の下に、ex vivoにおける制御性Ｔ細胞の誘導・増殖の予備実験が既に進行中で、これまでに腎移植患
者で得られたものとほぼ同じ結果を得ている。 

 
１１．倫理面への配慮 
 

 ・研究対象者に対する人権擁護上の配慮、不利益・危険性の排除や説明と同意（インフォームド・コ 
 ンセント）への対応状況及び実験動物に対する動物愛護上の配慮等を記入すること。 

 

本研究はヘルシンキ宣言及び臨床研究に関する倫理指針を遵守する。現在、本研究は北大倫理委員会
で承認され、他の施設も申請準備中である。 

１． 不利益・危険性の排除について 

制御性T細胞による細胞治療後は勿論のこと、免疫抑制剤の段階的減量時・中止後も移植肝グラ
フトの拒絶反応の予知と診断の為に、全身状態、血液生化学検査、肝生検及びMLR等を用いて厳
密に観察する。拒絶が疑われる場合にはただちに免疫抑制剤の増量もしくは再開を行う。又、標
準治療に用いる薬剤や細胞治療に必要な薬剤の副作用を出現などについても、厳密にこれを監視
しただちに対応する。 

２． 説明と同意（インフォームド・コンセント）への対応 

（１） 生体肝移植手術：各施設大学病院で通常行われているシステムに従う。ドナー及びレシピエン
トの適応について専門医集団（肝臓内科・麻酔科・精神科・放射線科・病理など）が医学的に
判断し、各施設の医学研究科倫理委員会の承認の下にこれを行う。ドナーとレシピエントに対
する説明は従来通り専門看護師、及び、家族あるいは血縁者の同席の下に主治医がこれを行う。 

臨床研究の対象となる者に理解を求め同意を得る方法：生体肝移植について理解と同意を得た後に本
臨床研究についてあらためて理解と同意を得る。ドナーとレシピエント及び家族あるいは血縁者の同
席の下に、説明書に従ってわかりやすく時間をかけて説明を行う。通常の免疫抑制法による利点、問
題点を説明すると共に、本研究による危険性と利点について随時十分に理解できたか否かを専門看護 



師立ち会いの下に確認し、理解していただくまで説明する。本研究に対し理解と納得が得られた場合
には、レシピエント及びその家族から一緒に署名、捺印をうる。勿論同意書に署名、捺印した後にお
いてもその意志を撤回できること、同意を撤回した場合においても、又、研究に同意しなかった場合
でも、生体肝移植を含む諸治療に関し、何ら不利益を受けないことを説明する。 

 

３． 個人情報の取り扱いについて 

本研究にかかわる同意書、データ等を使う際には患者の秘密保護に十分配慮し、個人情報は外部には
公開しない。患者に対する個人情報と個人識別情報は、パスワードを設定して保管管理する。解析さ
れたデータは匿名化を行い、個人情報が特定されないように配慮する。又、これら個人情報の管理に
おいては、研究遂行に関与しない医師を個人識別情報管理者として設置する。 

 遵守すべき研究に関係する指針等 
 （研究の内容に照らし、遵守しなければならない指針等については、該当する指針等の「□」の枠 
 内に「○」を記入すること（複数の指針等が該当する場合は、それぞれの枠内に「○」を記入する 
 こと。））。 

 ○  ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針   疫学研究に関する倫理指針 

 

   遺伝子治療臨床研究に関する指針 ○  臨床研究に関する倫理指針 

 

   ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針 

 

   厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関する基本指針 

 

   その他の指針等（指針等の名称：                         ） 

 

 疫学・生物統計学の専門家の関与の有無 ○有  ・ 無 ・ その他（         ） 

 臨 床 研 究 登 録 予 定 の 有 無 ○有  ・ 無 ・ その他（         ） 
 
１２．申請者の研究歴等 
 

 申請者の研究歴： 
  過去に所属した研究機関の履歴、主な共同研究者（又は指導を受けた研究者）、主な研究課題、こ 
 れまでの研究実績、受賞数、特許権等知的財産権の取得数、研究課題の実施を通じた政策提言数（寄 
 与した指針又はガイドライン等）） 

1．臨床多臓器移植 
研究リーダーの藤堂は、1984年から 1997年まで、臓器移植の世界のメッカ米国ピッツバーグ大学で多
数の臓器移植を手がけると共に、関連領域の研究に携わってきた。中でも肝臓移植執刀症例数は 1，000
例を超え、臓器移植においては世界の指導的立場にある。さらに、臓器移植が不可能視されていた小腸
を臨床移植のレベルまで発展させた。1997 年帰国後、北海道大学で 300 例余りの生体肝移植の実施と
指導にあたった。 
2．研究リーダーとしての研究実績 
(1)免疫抑制剤開発；ピッツバーグ大学外科で小動物及びイヌ、サル、ヒヒを用いた大動物実験による免
疫抑制剤のスクリーニングの重要性に着目し、スクリーニングシステムを構築し、精力的に各種薬剤を
検討した。検討評価した薬剤はシクロスポリンの誘導体であるシクロスポリン G、デオキシスパガリン、
FK506、マイコフヱノール酸、CAM、レフルノマイド等であり、中でも FK506(タクロリムス)は、1986
年 10月に粉末を持って帰米し、構築したスクリーニングシステムにて膨大な研究を行い、1989年に臨
床治験を開始するに至った。同剤は 1994年に FDAにて認可され、肝臓・心・肺・腎臓移植の分野では
それまでの免疫抑制剤シクロスポリンに代わり、既に全体症例の 70%で一般に使用され、移植成績の更
なる向上をもたらせている。 

 



(2) 臓器保存;ウイスコンシン大学にて開発された UW液の実験結果に着目し、同大学との共同研究にて
UW液の臨床治験を多数の肝移植症例について行った。その結果、許容保存時聞は大幅に延長し、安全
に肝臓移植が行われる基盤を作った。その後更なる改良を目指して、肝臓の温阻血及び冷阻血下での生
化学的及び分子生物学的変化に着目し、抗酸化剤、アヂノシン、エンドセリン、レニンーアンジオテン
シン、プロスタグランジン、補体、サイトカイン(TNF，IL-1)、P セレクチン等の接着因子、メタロプ
ロテアーゼ、NFKB、白血球や血小板等の肝臓の虚血再濯流障害に及ぼす影響とその制御法を次々と明
らかにした。 
(3) 小腸移植；1985年から小動物、大動物を用いた小腸移植実験を開始した。手術手技的な問題は、80
年代末にはほぼ解決し、その結果と新規免疫抑制剤 FK506の臨床治験の経験をふまえて、1990年より
臨床小腸移植プログラムを開始した。帰国までに 100例近くの症例を執刀し、5年生存率 60%と、これ
まで許されざる臓器としてされてきた小腸を臨床移植のレベルに引き上げた。これらの業績により 1995
年、国際小腸移植学会の会長を務めた。 
(４) 異種移植；免疫抑制剤 FK506 の開発実験においてその強力な免疫抑制作用に着目し、異種移植モ
デルで FK506 とシクロフォスフアミドなどの代謝措抗剤との併用により、それまで困難であった実験
的異種移植が容易に可能となることを明らかにした。これらの結果をふまえて、1992年と 1993年にヒ
ヒ肝を用いた臨床異種肝移植を合計 2例に実施した。これらの臨床治験は、その後に急速に展開してき
た異種移植研究の契機となった。 
(５) 肝細胞・ラ氏島移植；臓器不全に対する臓器移植の可能性を更に発展させるために、劇症肝炎や先
天性代謝性肝疾患に対する肝細胞移植や、インシュリン依存性糖原病に対するラ氏島移植の研究プロジ
ェクトを構築・推進させた。特に前者は、2 例の臨床治験につながり、これからの更なる発展が期待さ
れた。 
(６）北海道大学での研究歴； タクロリムスは画期的な新規免疫抑制剤ではあるが、臓器移植、特に
臨床小腸移植の経験から非特異的薬理学的免疫抑制療法の限界を痛感した。その為、1990 年代半ばに
明らかになった副刺激経路制御による免疫抑制に着目し、1997 年に帰国後、アデノウイルスを用いた
遺伝子治療の研究を開始した。しかし、様々な遺伝子治療の臨床上の問題により、CD40 を標的分子と
するモノクロ－ナル抗体抗体（4D11）を製薬企業と共同開発し、多数のカニクイザルを用いて腎臓・肝
臓・膵島移植実験を行った。その結果、有効性が前臨床試験で確認されて、現在アメリカで臨床第２相
試験中で、すでに１００例以上の腎移植症例で治験が行われ、期待すべき成績が得られている。さらに、
2002年から肝移植における免疫寛容の誘導法の臨床開発研究を開始して、これまで 10症例に制御性Ｔ
細胞を用いた細胞治療を行い期待すべき成果を得ている。これらの副刺激経路分子を標的にしたアプロ
ーチは、移植免疫のみならず、自己免疫疾患の治療にも大きな可能性を有している。 
１．科学研究費補助金・萌芽研究「アデノシン関連物質による臓器虚血再灌流障害の予防」 
（計 200 万円）（平成 16 年～18 年度） 研究代表者 
研究はアデノシン関連物質を応用した安全な肝切除術の確立、肝移植におけるグラフト機 
能不全の改善、新しい臓器保存液の開発、あるいは多臓器不全の治療法の確立などを目的 
として行われた。 
２．科学研究費補助金・基盤研究（A）「転写因子 NF-kB 制御による安全な肝臓移植法の開発」 
（計 2,090 万円）、平成 18～20 年度 研究代表者 
低分子 NFｋB阻害剤 DHMEQをもちいた新たな免疫抑制療法および臓器・細胞保存法の確立に向けた
基盤的研究を行なった。 
３．科学研究費補助金・基盤研究（S）「臓器移植における遺伝子治療による免疫抑制・免疫寛容誘導法の開
発」（計 7,790 万円）、平成 13 年～16年 研究代表者 
アデノウイルスベクターを用いた遺伝子導入により、T細胞活性化・増殖に重要な複数の副刺激シグナル
を制御した。その結果、B7-CD28と CD40-CD154遮断が有効で、ラット肝移植ではそれぞれ単独単回治
療でドナー特異的免疫寛容が誘導され、遺伝子治療による免疫抑制療法の可能性を示された。 
４．科学研究費補助金・基盤研究（A）「新規免疫抑制剤を用いた新たな免疫抑制法の開発」(計 3,300 万円)、
平成 10 年～12 年 研究代表者 
サイクロスポリン(CsA)、タクロリムス(FK506)と以下の新規免疫抑制を用いて移植実験を行った。FTY720
（リンパ球ホーミング促進剤）、KF20444(KF)（ピリミジン系代謝拮抗剤）、FK778 
及び FK779（リンパ球の増殖を抑制する代謝拮抗剤）、SZD-RAD（Rapamycin(RPM)の相似体、T・ 
B cellの G1-S期への移行を阻害し増殖を抑制）、A802715（炎症性サイトカイン産制抑制、 
CD28-B7の副経路をブロック）、CTLA4Ig（CD28-CD80/CD86間の副経路を遮断、T細胞の活性 
化を抑制）。これらとの併用療法による新たな免疫抑制療法の開発を試みた。 



５．科学研究費補助金・基盤研究(A)「心停止ドナーからの肝臓移植法の開発」(計 1,907 万円)、平成 12 年
～13 年 研究代表者 
サイクリック AMP の分解酵素であるホスホジエステラーゼ III の阻害剤を投与し細胞内サイクリック
AMPの濃度を増加させ、障害が抑制される可能性を示した。 
６．医薬品基盤研究所保健医療分野における基礎研究推進事業「新規低分子 NF-kB 阻害剤（DHMEQ）による新
たな免疫抑制療法の開発」平成 18 年～22 年（計 4億１千万円） 
低分子 NFkB阻害剤 DHMEQをもちいた新たな免疫抑制療法（臓器移植、種々のアレルギー疾患）の開発に
向けた基盤研究から臨床応用にむけた研究を進めている。 
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１３．厚生労働科学研究委託費（補助金）の各研究推進事業に推薦する予定の研究者 
 

 年   度 外国人研究者招へい事業 外国への日本人研究者派遣事業 若手研究者育成活用事業 
（リサーチ・レジデント） 

 平成 26年度                  0 名                          0 名                   0 名 

 平成 27年度                  0 名                          0 名                   0 名 

 平成 28年度                  0 名                          0 名                   0 名 
 
 
１４．研究に要する経費 
（１）各年度別経費内訳                              （単位：千円） 
 

年   度 研究経費 

内           訳  

物品費 人件費・謝金 
旅費 その他 

設備備品費 消耗品費 人件費 謝金 

  平成 26年度 5,000 0 4,500 0 0 500 0 

  平成 27年度 5,000 0 4,500 0 0 500 0 

  平成 28年度 5,000 0 4,500 0 0 500 0 

   合 計 15,000 0 13,500 0 0 1,500 0 
 
 
（２）機械器具の内訳（（１）の物品費のうち５０万円以上の機械器具については、賃借が可能な場合は 
原則として賃借によること。） 

 
 ア．賃借によるもの（５０万円以上の機械器具であって、賃借によるもののみ記入すること。）     
 

   年   度       機 械 器 具 名   賃 借 の 経 費   (単位:千円)   数 量  

 
  平成 26年度 

   

 
  平成 27年度 

   

 
  平成 28年度 

   

 
 
 イ．購入によるもの（５０万円以上の機械器具であって、賃借によらないもののみ記入すること。） 
 

   年   度      機 械 器 具 名      単    価  (単位:千円)   数 量  

 
  平成 26年度 

   

 
  平成 27年度 

   

 
  平成 28年度 

   

       
 



                                                                                          
（３）委託費の内訳（（１）のその他のうち委託費について記入すること。） 

                                    （単位：千円） 
 

   年   度     委  託  内  容    委   託   先     委 託 費 

 
  平成 26年度 

患者検体（血液および組織）のモ
ニタリング 

ＳＲＬなど 1,000 

 
 平成 27年度 

患者検体（血液および組織）のモ
ニタリング 

ＳＲＬなど 1,000 

 
  平成 28年度 

患者検体（血液および組織）のモ
ニタリング 

ＳＲＬなど 1,000 

 
 
１５．他の研究事業等への申請状況（当該年度）                   （単位：千円） 
 

新規・継続  研究事業名  研 究 課 題 名  代表・分担等  補助要求額  所管省庁等  ｴﾌｫｰﾄ(%) 

新規 基盤研究（A） 

（一般） 

体外誘導免疫制御性リ
ンパ球を用いた細胞治
療による免疫寛容誘導
に関する研究 

分担 26,100 文部科学省  

 
 
１６．研究費補助を受けた過去の実績（過去３年間）                  （単位：千円） 
 

 年  度  研 究 事 業 名  研 究 課 題 名  補 助 額  所 管 省 庁 等 

2012年度 平成２４年度 挑戦的
萌芽研究 

消化器癌におけるＭｅｓｏｔｈｅ
ｌｉｎおよびＣＡ１２５発現の検
討 

1,430 文部科学省 

2012年度 肝炎等克服緊急対策研
究事業（継続） 

ゲノムワイド関連解析を用いた革
新的な肝移植後肝炎ウイルス再感
染予防・治療法の確立 

23,992 厚生労働省 

2012年度 免疫アレルギー疾患等
予防・治療研究事業（継
続） 

制御性T細胞治療による臨床肝移
植における免疫寛容誘導法の開発 

13,296 厚生労働省 

2012年度 平成２４年度 基盤研
究（Ｂ） 

分子標的薬による新たな膵島移植
法の開発：重症糖尿病の克服に向け
た新戦略 

5,720 文部科学省 

2012年度 平成２４年度 基盤研
究（Ａ） 

肝臓移植における重水を主体とし
た新規臓器保存液の開発 

3,510 文部科学省 

2012年度 平成２４年度 挑戦的
萌芽研究 

生体内分子をターゲットとした革
新的バイオイメージング法による
診断・治療法の開発 

1,430 文部科学省 

2011年度 平成２３年度 挑戦的
萌芽研究 

臓器ストレス測定法の開発と外科
領域への応用 

1,040 文部科学省 



2011年度 平成２３年度 挑戦的
萌芽研究 

難治性喘息に対する創薬への挑戦−
新規ＮＦ−ｋＢ阻害薬（ＤＨＭＥＱ）
の可能性− 

650 文部科学省 

2011年度 平成２３年度 基盤研
究（Ｂ） 

分子標的薬による新たな膵島移植
法の開発：重症糖尿病の克服に向け
た新戦略 

8,350 文部科学省 

2011年度 平成２３年度 基盤研
究（Ａ） 

肝臓移植における重水を主体とし
た新規臓器保存液の開発 

17,680 文部科学省 

2011年度 平成２３年度 挑戦的
萌芽研究 

消化器癌におけるＭｅｓｏｔｈｅ
ｌｉｎおよびＣＡ１２５発現の検
討 

2,340 文部科学省 

2011年度 免疫アレルギー疾患等
予防・治療研究事業（継
続 

制御性T細胞治療による臨床肝移
植における免疫寛容誘導法の開発 

15,817 厚生労働省 

2011年度 肝炎等克服緊急対策研
究事業（新規） 

ゲノムワイド関連解析を用いた革
新的な肝移植後肝炎ウイルス再感
染予防・治療法の確立 

19,161 厚生労働省 

 
 
１７．補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和３０年法律第１７９号）第１８条第１項の   
規定により補助金等の返還が命じられた過去の事業                 （単位：円） 

 

   年  度  研究事業名  研 究 課 題 名 補助額 返還額・ 
返還年度 

返 還 理 由  所管省庁等 

       

       

       
   
 
作成上の留意事項 
 
 
１．本研究計画書は、申請課題の採択の可否等を決定するための評価に使用されるものである。 
 
２．支出負担行為担当官の役職等については、公示に記載されている役職等を確認の上記載すること。 
 
３．「申請者」について 
 住所は、申請者の現住所を記入すること。なお、国の施設等機関等を除き、申請者については原則機関の長、
住所は機関の所在地とし、生年月日の記載は不要とする。 
 
４．「１．研究課題名（公募番号）」について 
 (1)研究の目的と成果が分かる課題名にすること。 
 (2)カッコ内には当該事業年度の厚生労働科学研究公募要項で定める公募課題番号を記入すること。 
 
５．「２．当該年度の計画経費」について 
 ・当該事業年度（１会計年度）の研究の実施に必要な計画経費を記入すること。 
 
６．「３．当該年度の研究事業予定期間」について 
 ・当該事業年度中の研究事業予定期間を記入すること。複数年度にわたる研究の場合は、研究期間は、原則
として３年を限度とする。なお、複数年度にわたる研究の継続の可否については、毎年度の研究計画書に基
づく評価により決定されるものとする。 

 



７．「４．申請者及び経理事務担当者」について 
 (1)①及び②は、申請者が勤務する研究機関及び部局の正式名称を記入すること。 
 (2)⑧は、申請者が専攻した科目のうち当該研究事業に関係あるものについて記入すること。 
 (3)⑨の経理事務担当者には、当該研究に係る経理及び連絡等の事務的処理を担当する経理事務に卓越した
  同一所属研究機関内の者を置くこと。 
  (4)⑪は、申請者の所属研究機関の長に対する研究の承諾の有無を記載すること。 
 (5)⑫は、申請者の所属研究機関の長に対する事務の委任の有無を記載すること（事務の委任は必ずするこ
  ととし、委任ができない場合は、採択しないので留意されたいこと）。 
 (6)⑬は、申請者のＣＯＩ（利益相反）の管理するＣＯＩ委員会の所属研究機関での設置の有無を記載する
  こと。 
 (7)⑭は、ＣＯＩ委員会へのＣＯＩ管理の申出の有無を記載すること。 
  (8)⑮は、間接経費の要否を記載すること。 
（9）研究機関が代表者として申請を行う場合においては、②、③、⑤、⑥、⑦、⑧の各項目については記載
を省略して差し支えない。 

８．「５．研究組織情報」について                                
 ・研究代表者及び研究分担者（研究代表者と研究項目を分担して研究を実施する者をいう。） について記
入すること（研究協力者（研究代表者の研究計画の遂行に協力する者(研究分担者を除く。)をいう。）につ
いては記入する必要はない。）。 

 
９．「６．府省共通研究開発管理システム」について 
 (1)研究代表者及び研究分担者の、性別、生年月日及び府省共通研究開発管理システム（e-Rad）もしくは 
  文部科学省の科学研究費補助金制度により付与された研究者番号（８桁の番号）を記入すること。 
   また、当該研究代表者及び研究分担者ごとに、当該研究の実施に必要とする時間が年間の全勤務時間  
   （正規の勤務時間以外の勤務時間を含む。）に占める割合を百分率で表した数値（１未満の端数があると
  きは、これを四捨五入して得た数値）を、エフォート（％）欄に記入すること。 
   なお、当該研究についての各研究者の分担割合を記入するものではないので留意すること。 
(2)研究分野及び細目・キーワードの表の研究分野（主）については別表第１「研究分野細目・キーワード
一覧から当該研究の主要な部分の属する系、分野等を記入し、研究分野（副）についても研究分野（主）
と同様に選択して記入すること。その際、必須とされている項目に記載漏れがないよう留意すること。 
また、別表第１「研究分野細目・キーワード一覧」に存在しないキーワードで、応募課題の内容を示す
的確なものがある場合、記載が必須である「キーワード１」に記載後、「その他キーワード」として２つ
までそれぞれ５０字以内で記載することができる。なお、「その他キーワード」を入力する場合であって
も、記載の必要があれは「キーワード２」～「キーワード５」についても記載することができる。 
 (3)研究開発の性格については、基礎研究、応用研究又は開発研究のいずれかに「○」を付すこと。 
 
10．「７．研究の概要」について 
  (1)「８．研究の目的、必要性及び特色・独創的な点」から「１１．倫理面への配慮」までの要旨を１，０
  ００字以内で簡潔に記入すること。 
  (2)複数年度にわたる研究の場合には､研究全体の計画と当該事業年度の計画との関係が分かるように記入
  すること｡ 
  (3)研究の目的、方法及び期待される効果の流れ図を記入又は添付すること。 
 
11．「８．研究の目的、必要性及び特色・独創的な点」について 
  (1)研究の目的、必要性及び特色・独創的な点については、適宜文献を引用しつつ、１，０００字以内で具
  体的かつ明確に記入すること。 
 (2)当該研究計画に関して現在までに行った研究等、研究の最終的な目標を達成するのに必要な他の研究計
  画と、当該研究計画の関係を明確にすること。 
  (3)研究期間内に何をどこまで明らかにするか、各年度の目標を明確にしたうえで記入すること。 
  (4)当該研究の特色・独創的な点については、国内・国外の他の研究でどこまで明らかになっており、どの 
   ような部分が残されているのかを踏まえて記入すること。 
 
12.「９．期待される成果」について 
 (1) 期待される成果については､厚生労働行政の施策等への活用の可能性（施策への直接反映の可能性、政
策形成の過程等における参考として間接的に活用される可能性、間接的な波及効果等（民間での利活用（論
文引用等）、技術水準の向上、他の政策上有意な研究への発展性など）が期待できるか）を中心に６００
字以内で記入すること｡ 
 (2) 当該研究がどのような厚生労働行政の課題に対し、どのように貢献するのか等について、その具体的な
内容や例を極力明確にすること。 

 
13.「１０．研究計画・方法」について 
 (1)研究目的を達成するための具体的な研究計画及び方法を１，６００字以内で記入すること。 
 (2)研究計画を遂行するための研究体制について、研究代表者、研究分担者及び研究協力者の具体的な役割
  を明確にすること。 



  (3)複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の計画と年次計画との関係がわかるように記入すること。 
  (4)本研究を実施するために使用する研究施設・研究資料・研究フィールドの確保等、現在の研究環境の状 
   況を踏まえて記入すること。 
  (5)臨床・疫学研究においては、基本デザイン、目標症例・試料数及び評価方法等を明確に記入すること。 
 
14．「１１．倫理面への配慮」について                                          
 (1)「倫理面への配慮」には、研究対象者に対する人権擁護上の配慮、研究方法による研究対象者に対す 
  る不利益、危険性の排除や説明と同意（インフォームド・コンセント）に関わる状況、実験動物に対す 
   る動物愛護上の配慮などを必ず記入すること。倫理面の問題がないと判断した場合には、その旨記入す 
   るとともに必ず理由を明記すること。                                                           
    なお、ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針（平成２５年文部科学省・厚生労働省・経済産 
   業省告示第１号）、疫学研究に関する倫理指針（平成１９年文部科学省・厚生労働省告示第１号）、遺 
   伝子治療臨床研究に関する指針（平成１６年文部科学省・厚生労働省告示第２号）、臨床研究に関する 
   倫理指針（平成２０年厚生労働省告示第４１５号）、ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針（平成 
   １８年厚生労働省告示第４２５号）、厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関す 
   る基本指針（平成１８年６月１日付厚生労働省大臣官房厚生科学課長通知）及び申請者が所属する研究 
   機関で定めた倫理規定等を遵守するとともに、あらかじめ当該研究機関の長等の承認、届出、確認等が 
   必要な研究については、研究開始前に所定の手続を行うこと。   
 (2)人又は動物を用いた研究を行う際に、事前に申請者の所属施設内の倫理委員会等において倫理面からの
審査を受けた場合には、審査内容を必ず添付すること。                        
 (3)研究の内容に照らし、遵守しなければならない研究に関係する指針等については、該当する指針等の 
  「□」の枠内に「○」を記入すること（複数の指針等が該当する場合は、それぞれの枠内に「○」を記 
   入すること。）。 
  (4)「疫学・生物統計学の専門家の関与の有無」欄及び「臨床研究登録予定の有無」欄は、「有」又は「無」
のいずれか該当するものを「○」で囲むこと。ただし、当該研究の内容に関係がない場合は、「その他」
を「○」で囲むこと。  

 
15．「１２．申請者の研究歴等」について                      
 (1)申請者（研究機関が申請をする場合は、研究代表者）の研究歴について、過去に所属した研究機関名、
主な共同研究者（又は指導を受けた研究者）、  主な研究課題、これまでの研究実績（論文の本数、受賞数、
特許権等知的財産権の取得数、研究課題の実  施を通じた政策提言）等について記入すること。なお、論文
については査読があるものに限る。 
  (2)発表業績等には、研究代表者及び研究分担者ごとに、それぞれ学術誌等に発表した論文・著書のうち、
  主なもの（過去３年間）を選択し、直近年度から順に記入すること。また、この研究に直接関連した論文
  ・著書については、著者氏名の前に「○」を付すこと。さらに、本研究に直接関連する過去の特許権等知
  的財産権の取得及び申請状況を記載すること。なお、論文については査読があるものに限る。 
 
16．「１３．厚生労働科学研究費補助金等の各研究推進事業に推薦する予定の研究者」について 
・申請者が、厚生労働科学研究費補助金等の各研究推進事業に推薦を予定している研究者の人数について記 
入すること。 

 
17．「１４．研究に要する経費」について                           
(1)当該研究課題に要する経費を、年度別に記入すること。 
 (2)５０万円以上の機械器具については、賃借が可能な場合は原則として賃借によること。ただし、賃借が
可能でない場合、又は、研究期間内で賃借をした場合の金額と購入した場合の金額を比較して、購入した
場合の方が安価な場合は購入しても差し支えない。 
   なお、賃借をした場合においても、所有権の移転を伴うものは認めない。 
 (3)「(2) 機械器具の内訳」は、当該研究の主要な機械器具で、５０万円以上のものを「ア．賃借によるも
の」又は「イ．購入によるもの」に分けて記入すること。 
  (4)「ア．賃借によるもの」については、賃借による機械器具についてのみ記入し、「イ．購入によるもの」
については、賃借によらない機械器具についてのみ記入すること。 

 
18．「１５．他の研究事業等への申請状況」について                     
 ・当該年度に申請者（研究機関が申請をする場合は、研究代表者）が、厚生労働省から交付される研究資金
（特例民法法人等から配分されるものを含む。）、他府省の研究資金、独立行政法人から交付される研究資
金及び特例民法法人等から交付される研究資金等への研究費の申請を行おうとしている場合について記入
すること。 

 
19．「１６．研究費補助を受けた過去の実績（過去３年間）」について                 
 ・申請者（研究機関が申請をする場合は、研究代表者）が、過去３年間に厚生労働省から交付される研究資
金(特例民法法人等からは配分されるものを含む。）、他府省の研究資金、独立行政法人から交付される研
究資金及び特例民法法人等から交付される研究資金等を受けたことがあれば、直近年度から順に記入するこ
と（事業数が多い場合は、主要事業について記入すること。）。 



 
20．「１７．補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和３０年法律第１７９号）第１８条第１ 
項の規定により補助金等の返還が命じられた過去の事業」について 
 (1)平 成 １ ６ 年 度 以 降 に 補 助 金 等 の 返 還 を 命 じ ら れ た こ と が あ れ ば 、 直 近 年 度 か ら 順 に 記 入 す る こと。 
  (2)返還が研究分担者による場合は、その理由を明確に記載すること。 
 
21．その他                                                                                      
 (1)手書きの場合は、楷書体で記入すること。                                                     
 (2)日本工業規格Ａ列４番の用紙を用いること。各項目の記入量に応じて、適宜、欄を引き伸ばして差し 
  支えない。 



別途様式 1 
 

制御性Ｔ細胞治療による臨床肝移植における免疫寛容誘導法の多施設共同研究 
研究班    

区    分 氏  名 所     属     等 職   名 

研究代表者 藤堂 省 聖マリア学院大学大学院 教授 

研 究 分 担 者 奥村 康 
順天堂大学大学院医学研究科・免疫学講座・アト
ピー疾患研究・免疫学 

特任教授 
センター長 

  垣生 園子 順天堂大学医学部・免疫学 客員教授 

  山下健一郎 
北海道大学大学院医学研究科 移植外科学講座・
移植免疫学 

寄附講座 教員
（特任教授） 

  大段 秀樹 
広島大学医歯薬保健学研究院 応用生命科学部
門消化器・移植外科学 

教授 

  江川 裕人 東京女子医科大学消化器外科 臨床教授 

  場集田 寿 順天堂大学医学部・免疫学 
寄附講座 教員
（特任助教） 

  奥田 康司 久留米大学外科学講座 消化器外科 准教授 

        

  
 

    

研 究 協 力 者       

    

事  務  局 嘉村 有浩 

聖マリア学院大学大学院 
〒８３０－８５５８ 
 
ＴＥＬ ０９４２－３５－７２７１ 
ＦＡＸ ０９４２－３４－９１２５ 
e-mail kamura@st-mary.ac.jp 

学事統轄 

経理事務担当者 阿部 広伸 

       同上 
〒      同上 
 
ＴＥＬ    同上 
ＦＡＸ    同上 
e-mail abe@st-mary.ac.jp 

会計課長 

    
（注）研究が採択された場合については、当該資料についてはホームページ等で公開する予定です。 
   事務局部分の所属等欄については、住所、電話、ＦＡＸについても記載すること。 
   経理事務担当者については、電話、ＦＡＸ、E-MAIL についても記載すること。 
   事務局と経理事務担当者の所属等欄が同一の場合は、同上と記載すること。 

 
   字体は MS 明朝で統一すること。 

 
   研究班名は「研究課題名＋班」とすること。 

 
   表題は 14 ポイント、表題以外は 11 ポイントで統一すること。 

 
   ホームページ掲載時では「事務局」及「経理事務担当者」は、非公開といたします。 



 



 


